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レーザスキャナを用いた船体曲がり外板の製造支援
開発実施者：今治造船（株）

船体の曲がり外板は、ガスバー

ナーで加熱した鋼板を水で冷却

して曲げる「ぎょう鉄」によって造

られる。レーザスキャナで計測し

た鋼板の曲がり具合に応じて、

加熱すべき位置・方向を鋼板に

表示する技術を開発する。
鋼板へのプロジェク

ションマッピング

NCデータ準備が不要な溶接ロボットの開発
開発実施者：ジャパン マリンユナイテッド（株）

3Dセンシング技術を用いて溶接

対象の形状を自動認識すること

により、事前のNCデータ準備が

不要な溶接ロボットを開発する。

（NCデータ：ロボットを動かすた

めに必要な動作順序・情報を記

述したデータ）

造船工程での人と作業のモニタリング・プランニング技術の開発
開発実施者：ジャパン マリンユナイテッド（株）

IoTやセンサー技術を活用し

て、人・モノ・作業の状況を把

握・分析し、タイムリーに現場

にフィードバックすることによ

り、造船工程の効率化を図る

技術を開発する。

片面サブマージアーク溶接法の品質改善と生産性向上のための研
究開発 開発実施者：ジャパン マリンユナイテッド（株）・（株）神戸製鋼所

片面サブマージアーク溶接は効

率的であるが、溶接外観の均一

化や、終端割れの防止などが課

題である。レーザセンサの活用

や溶接条件のリアルタイム制御

技術を開発することで溶接品質

を向上させる。

※写真・図はいずれもイメージ

溶接ロボット

モニタリング技術

作業ｽﾃｰｼﾞ
(モノ)の判別

作業内容
の分析

人の動き
のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

人の状態
のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

作業ｽﾃｰﾀｽ
のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

片面サブマージアーク溶接法
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レーザ・アークハイブリッド溶接の造船への導入に関する研究
開発 開発実施者：常石造船（株）・九州大学

従来のアーク溶接に比べて変

形が少なく、溶接速度の速い

「レーザ・アークハイブリッド溶

接技術」を造船工程に導入す

るため、溶接対象のモニタリン

グに応じて溶接条件を制御で

きるシステムを開発する。

※写真・図はいずれもイメージ

レーザ・アークハイブリッド溶接法

3D-CADを利用したモジュール化設計による多品種少量生産に
対応した標準船の開発 開発実施者：鈴木造船（株）

複数の製品モデルにおいてモジュールを共通化して効率

化を図る「モジュール化設計」の考え方を船舶の設計に導

入する。具体的には、多品種少量生産に対応した「標準

船」の開発を行い、設計・建造現場で生産性の向上を図る。

情報処理技術を活用した熟練技能者によるマイクロメートル級
精密調整工程の自動化 開発実施者：東京計器（株）

精密機器のマイクロメートル単

位の調整工程は、これまで熟

練技能者が行ってきた。レー

ザ変位計や画像処理技術を用

いた自動位置調整技術を確立

することにより、調整工程の自

動化と技能継承を図る。 精密調整が必要な機器
ジャイロコンパス

Gyro-compass

造船工場の見える化システムの開発基盤「モニタリング・プラット
フォーム」の構築と切断工程および小組立工程へ適用する研究開発
開発実施者：東京大学・小池酸素工業（株）・（株）新来島どっく・（株）名村造船所

造船工場のビデオ画像の解析により得られる部材・作業者

の状況や、NC切断機や溶接機等から取得した設備の稼働

状況をモニタリング・プラットフォームに集約して「見える化」

システム
の連携

見える化システム
M o n ito r in g  Sy ste m

アーク タ イ ム計測
Welding Arc time watcher

N C 切断機
N C  c u ttin g  m a c h in e

溶接機（ 電源）
Welding Equipment

作業者
W o r k e r

ク レーン
c r a n e

カ メ ラ
camera

鋼板
ste e l p la te

DA TA

D A TA

D A TA DA TA

稼働/
w o r k in g

使用/u sag e

使用/u sag e

解析
an a lyze

切断
/cu ttin g 運搬/

ca r r y

することにより、

現場作業の高

効率化を実現

する。
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革新的塗装工程の導入による造船所の生産性向上に関する研
究開発 開発実施者：日本ペイントマリン（株）

造船における塗装工程は、

温度・湿度・雨により施工可

能な期間の制限や、後戻り

工程の発生が課題である。

環境の影響を低減する新

塗料とその評価方法を開発

し、塗装工程の工期短縮を

図る。

※写真・図はいずれもイメージ

海事産業における製品情報の高度利用のための情報共有基盤

“SPEEDS”の検証と実用研究 開発実施者：（公社）日本船舶海洋工学会

海事産業全体で３次元製品情報を相互に交換し、有効活

用するため、情報共有基盤SPEEDSを開発する。具体的に

は、会社間・CAD間

で情報を交換するた

めの中間ファイル仕

様やセキュリティ対

応指針を開発する。

大型構造物（船体またはブロック・鋼構造物）への塗装に係わる
施工の自動化 開発実施者：ナカタ・マックコーポレーション

従来、大型構造物への塗装

作業は人の手で行われてき

た。自社開発した塗装ロボッ

トの位置誤差補正システムを

開発、改善することにより、塗

装自動化の高精度化・高品

質化を図る。
自動塗装ロボット

（NACOSU）

Digital Twinによる造船工程の高度化に関する研究
開発実施者：三井Ｅ&Ｓ造船（株）

造船現場における生産実績（作業

者・作業状態・部品状態の情報）を

デジタルデータとしてリアルタイム

に把握・管理する技術（Digital 

Twin）を開発する。把握した生産

実績と生産計画とを比較して遅れ

を解消することにより、生産の効

率化を図る。
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※写真・図はいずれもイメージ

新軸系工事工法による船台工期短縮
開発実施者：三菱重工業（株）

船舶のエンジンの設置向きを高精度に軸芯と一致させる

ための補助器具を開発する。これにより、船台建造工事期

間の短縮及び機関室艤装工事の進捗向上を図る。

エンジン
ｼｬﾌﾄ
ﾌﾞﾗｹｯﾄ

船尾管

軸芯
新技術

４Ｄシミュレーションとスマートデバイス活用による艤装工程の効
率化 開発実施者：三菱重工海洋鉄構（株）

艤装品の最適な取付順序を、

３Dモデルを活用して自動的

にシミュレーションする技術

（4Dシミュレーション）を開発

する。この技術を現場におけ

る取付指示に活用することに

より、艤装工程の効率化を図

る。
4Dシミュレーション

3Dモデル

取付順

舶用ディーゼルエンジンのスマートファクトリー基盤技術の開発
開発実施者：（株）三井E&Sマシナリー

従来、生産現場においては、

紙や人の手で部材の流通や納

品の管理が行われてきた。部

材の情報を読み書きするICタ

グ（RFID）等を活用し、部材の

流通・納品管理をデジタル化す

ることにより、効率化を図る。

部材の情報
を読み書き
するタグ
（RFID）


